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木村　玄

多
職
種
で
支
え
る
地
域
急
性
期
医
療

現
場
か
ら
探
る
協
働
の
か
た
ち

特
集　
多
職
種
協
働
の
実
践

入
院
時
か
ら
多
職
種
で
情
報
共
有

「
自
ら
出
す
」
姿
勢
へ
の
変
化

　

東
京
都
荒
川
区
南
千
住
に
あ
る
木
村
病
院

は
99
床
の
地
域
密
着
型
病
院
で
、
急
性
期
病

棟
と
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
を
運
営
す
る
。
救

急
で
高
齢
患
者
を
多
く
受
け
入
れ
る
同
院
で

は
、
治
療
だ
け
で
な
く
、
退
院
後
の
生
活
ま

で
見
据
え
た
支
援
が
不
可
欠
だ
。
軸
と
な
っ

て
い
る
の
が
、
医
師
、
看
護
師
、
理
学
療
法

士
、
薬
剤
師
、
Ｍ
Ｓ
Ｗ
、
管
理
栄
養
士
ら
に

よ
る
多
職
種
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
だ
。

　

木
村
玄
院
長
は
「
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
数

は
前
に
比
べ
る
と
だ
い
ぶ
増
え
ま
し
た
」
と

話
す
。
ま
ず
新
規
入
院
患
者
は
全
例
を
対
象

に
、
多
職
種
で
情
報
を
共
有
す
る
。
そ
の
上

で
、
急
性
期
病
棟
の
患
者
に
つ
い
て
地
域
包

括
ケ
ア
病
棟
へ
の
移
行
の
要
否
を
検
討
す
る

「
地
域
包
括
ケ
ア
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
」、
地
域

包
括
ケ
ア
病
棟
へ
新
た
に
入
棟
し
た
患
者
を

対
象
と
す
る
「
初
回
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
」、

さ
ら
に
心
不
全
、
整
形
外
科
の
「
疾
患
別
カ

ン
フ
ァ
レ
ン
ス
」
へ
と
つ
な
げ
る
。

　

最
初
か
ら
体
系
的
に
設
計
し
た
の
で
は
な

い
。「
私
が
言
い
出
し
た
も
の
も
あ
れ
ば
、

現
場
か
ら
の
声
で
始
め
た
も
の
も
あ
り
ま

す
」。
必
要
性
に
応
じ
て
一
つ
ず
つ
増
え
、

現
在
の
形
に
な
っ
た
。

　

特
徴
は
、
疾
患
だ
け
で
退
院
ま
で
の
道
筋

を
決
め
な
い
こ
と
だ
。
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟

へ
の
移
行
を
検
討
す
る
際
も
、
疾
患
と
社
会

的
背
景
の
比
重
は
「
両
方
同
じ
く
ら
い
」
と

い
う
。
骨
折
や
圧
迫
骨
折
な
ら
治
療
に
必
要

な
期
間
や
リ
ハ
ビ
リ
の
進
み
具
合
を
見
る
一

方
、
同
じ
疾
患
で
も
、
も
と
も
と
の
Ａ
Ｄ
Ｌ

や
筋
力
、
家
族
構
成
、
住
環
境
に
よ
っ
て
退

院
後
の
選
択
肢
は
変
わ
る
。

　

木
村
院
長
は
「
Ａ
さ
ん
は
一
人
暮
ら
し
で

年
齢
は
90
歳
、
２
階
建
て
の
家
に
住
ん
で
い

る
。
Ｂ
さ
ん
は
同
じ
90
歳
だ
け
れ
ど
、
家
族

も
い
て
、
マ
ン
シ
ョ
ン
に
住
み
、
階
段
の
上

り
下
り
も
必
要
な
い
。
こ
の
よ
う
に
生
活
環

境
に
よ
っ
て
必
要
な
支
援
や
ケ
ア
も
変
わ
っ

て
き
ま
す
」
と
説
明
す
る
。
施
設
入
所
を
考

え
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
訪
問
診
療
に
つ
な
ぐ

場
合
も
あ
る
。
Ｍ
Ｓ
Ｗ
や
リ
ハ
職
が
持
つ
生

活
情
報
が
、
医
学
的
な
情
報
と
並
ん
で
重
要

に
な
る
と
い
う
の
だ
。

　

こ
う
し
た
情
報
共
有
も
、
当
初
か
ら
円
滑

だ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
木
村
院
長
は
カ
ン

フ
ァ
レ
ン
ス
で
「
そ
の
人
は
ど
う
い
う
家
に

住
ん
で
い
る
の
か
」
と
尋
ね
る
こ
と
が
あ
っ

た
と
い
う
が
、
回
を
重
ね
る
う
ち
に
、
そ
う

し
た
情
報
が
事
前
に
出
て
く
る
よ
う
に
な
っ

た
。
繰
り
返
す
う
ち
に
、
各
職
種
が
何
を
共

有
す
べ
き
か
を
意
識
し
、
促
さ
れ
る
前
に
必

要
な
情
報
を
準
備
す
る
場
面
が
増
え
て
き
た

と
い
う
。

　

準
備
を
重
く
す
れ
ば
現
場
の
負
担
に
な

る
。
共
有
事
項
を
あ
ら
か
じ
め
記
入
す
る
カ

ン
フ
ァ
レ
ン
ス
シ
ー
ト
の
作
成
に
つ
い
て
木

村
院
長
は
腹
案
と
し
て
持
っ
て
い
る
が
、
導

入
を
命
じ
る
考
え
は
な
い
。「
自
分
た
ち
で

考
え
た
上
で
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
シ
ー
ト
を
作

ろ
う
と
現
場
か
ら
声
が
出
た
ら
、
多
分
み
ん

な
自
発
的
に
や
る
で
し
ょ
う
。
私
が
上
か
ら

『
や
れ
、
や
れ
』
と
言
っ
て
も
う
ま
く
い
か

な
い
と
思
い
ま
す
」。
多
職
種
協
働
を
定
着

さ
せ
る
上
で
、現
場
の
自
発
性
を
重
視
す
る
。

心
不
全
で
も
多
職
種
連
携
は

退
院
後
の
暮
ら
し
ま
で

　

心
不
全
へ
の
対
応
で
は
、
多
職
種
の
役
割

が
よ
り
具
体
的
に
表
れ
る
。
木
村
院
長
は
診

療
報
酬
上
の
加
算
が
決
定
す
る
前
か
ら
、
心

不
全
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
開
始
し
た
。「
心

不
全
の
治
療
は
多
職
種
で
連
携
す
る
こ
と
が

重
要
で
、
栄
養
指
導
や
薬
剤
指
導
が
非
常
に

有
用
で
す
」。
予
後
に
は
運
動
、
食
事
、
服

薬
状
況
が
大
き
く
関
わ
る
。

　

管
理
栄
養
士
は
好
き
嫌
い
や
、
誰
が
家
で

料
理
を
作
る
の
か
ま
で
確
認
す
る
。
本
人
が

調
理
し
な
い
な
ら
、
実
際
に
食
事
を
作
る
家

族
へ
の
指
導
が
必
要
に
な
る
か
ら
だ
。
独
居

な
ど
で
調
理
が
難
し
け
れ
ば
配
食
サ
ー
ビ
ス

も
検
討
す
る
。
薬
剤
に
つ
い
て
も
、
退
院
後

に
本
人
が
自
己
管
理
で
き
る
か
を
入
院
中
か

ら
確
か
め
、
お
薬
カ
レ
ン
ダ
ー
な
ど
を
使
っ

て
練
習
す
る
。 

　

同
院
で
は
「
医
療
介
護
連
携
」
と
い
う
言

葉
を
前
面
に
掲
げ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

介
護
保
険
に
よ
る
リ
ハ
ビ
リ
は
行
っ
て
い
な

い
一
方
、
訪
問
診
療
へ
移
る
患
者
な
ど
で
は

退
院
前
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
開
き
、
必
要
な

介
護
量
や
ヘ
ル
パ
ー
の
関
わ
り
方
ま
で
具
体

的
に
調
整
す
る
。
自
力
で
服
薬
で
き
な
い
こ

と
が
入
院
中
に
分
か
れ
ば
、
退
院
後
に
ヘ
ル

パ
ー
が
毎
日
訪
問
し
て
服
薬
を
支
援
す
る
体

制
を
整
え
る
こ
と
も
あ
る
。
患
者
ご
と
の
生

活
課
題
に
応
じ
、
院
外
の
支
援
者
ま
で
つ
な

ぐ
実
務
と
し
て
連
携
が
行
わ
れ
て
い
る
。

病
棟
に
お
け
る
医
療
の
質
と
効
率
を
両
立
す
る
に
は
、
多
職
種
が
専
門
性
を
持
ち
寄

り
、
患
者
情
報
を
共
有
し
て
役
割
を
分
担
す
る
仕
組
み
が
欠
か
せ
な
い
。
木
村
病
院

で
は
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
重
ね
、
疾
患
だ
け
で
な
く
患
者
の
生
活
背
景
ま
で
共
有
す
る

取
り
組
み
を
進
め
、
高
木
病
院
で
は
コ
ロ
ナ
禍
で
の
感
染
対
策
を
機
に
始
め
た
多
職

種
の
病
棟
配
置
を
さ
ら
に
進
展
さ
せ
、２
０
２
６
年
度
診
療
報
酬
改
定
で
新
設
さ
れ
た

「
看
護
・
多
職
種
協
働
加
算
」
を
算
定
し
て
い
る
。
二
つ
の
事
例
か
ら
、
地
域
急
性

期
病
院
に
お
け
る
多
職
種
協
働
の
実
践
と
、
定
着
に
向
け
た
課
題
を
探
る
。

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
重
ね

多
職
種
の
情
報
共
有
を
育
て
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

東
京
都
病
院
協
会　
常
任
理
事

社
会
医
療
法
人
一
成
会
木
村
病
院　
院
長

木
村　
玄
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カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で
方
針
共
有

協
働
を
支
え
る
「
風
通
し
」

　

木
村
院
長
は
多
職
種
協
働
を
進
め
る
ポ
イ

ン
ト
に
つ
い
て
、「
や
は
り
風
通
し
を
良
く

す
る
こ
と
。
お
互
い
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
取
り
や
す
く
す
る
こ
と
が
大
事
」
と
話上浦　秀一 氏 小野　崇夫 氏

す
。
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
重
ね
る
に
つ
れ
、

各
職
種
か
ら
の
発
言
も
増
え
た
。
普
段
接
点

の
少
な
い
部
署
同
士
を
つ
な
ぐ
た
め
、
若
手

を
中
心
と
し
た
院
内
交
流
活
動
も
再
び
活
発

に
し
て
い
る
。

　

木
村
院
長
が
目
指
す
の
は
、
院
長
や
医
師

が
指
示
を
出
し
続
け
る
形
で
は
な
く
、
そ

期
病
院
Ｂ
一
般
入
院
料
を
届
け
出
て
、
60
床

の
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
は
継
続
し
た
。

　

同
院
の
入
院
棟
は
内
科
・
外
科
・
泌
尿
器

科
病
棟
、
整
形
外
科
病
棟
、
地
域
包
括
ケ
ア

病
棟
と
い
う
構
成
で
、
地
域
包
括
医
療
病
棟

も
選
択
肢
の
一
つ
だ
っ
た
が
、
内
科
・
外
科
・

泌
尿
器
科
病
棟
で
は
看
護
必
要
度
Ｂ
項
目
の

基
準
を
満
た
し
に
く
く
、
整
形
外
科
病
棟
で

は
診
療
単
価
低
下
へ
の
懸
念
が
あ
っ
た
。
一

方
、
急
性
期
病
院
B
で
あ
れ
ば
、
既
存
の
地

域
包
括
ケ
ア
病
棟
60
床
を
継
続
で
き
、
救
急

実
績
な
ど
か
ら
算
定
要
件
も
満
た
せ
る
見
通

し
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
同
入
院
料
を
選
択

し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
感
染
対
策
の
一
環
で

多
職
種
の
病
棟
配
置
を
推
進

　

多
職
種
協
働
の
体
制
は
、
改
定
に
あ
た
っ

て
ゼ
ロ
か
ら
組
み
直
し
た
わ
け
で
は
な
い
。

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部
門
に
は
Ｐ
Ｔ
30

人
、
Ｏ
Ｔ
12
人
、
Ｓ
Ｔ
４
人
、
管
理
栄
養
士

４
人
が
在
籍
す
る
。
薬
剤
師
も
従
前
か
ら
病

棟
薬
剤
業
務
を
担
っ
て
き
た
。
多
職
種
に
よ

る
取
り
組
み
は
以
前
か
ら
あ
る
。
骨
粗
し
ょ

う
症
患
者
の
再
骨
折
予
防
に
取
り
組
む
Ｆ
Ｌ

Ｓ
で
は
、
看
護
師
、
管
理
栄
養
士
、
リ
ハ
職
、

Ｍ
Ｓ
Ｗ
な
ど
が
チ
ー
ム
で
患
者
に
関
わ
る
。

糖
尿
病
な
ど
で
も
、
多
職
種
で
対
応
し
よ
う

と
す
る
動
き
が
出
て
い
る
。

　

病
棟
へ
の
人
員
配
置
に
つ
い
て
も
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
の
一
環

で
、
職
員
が
複
数
の
病
棟
を
行
き
来
す
る
こ

と
に
よ
る
感
染
拡
大
を
避
け
る
た
め
、
リ
ハ

ビ
リ
職
や
管
理
栄
養
士
を
病
棟
単
位
の
担
当

制
と
し
て
い
た
。
こ
の
配
置
が
そ
の
後
も
定

着
し
た
。

　

経
営
企
画
室
室
長
の
上
浦
秀
一
氏
は
、「
改

定
議
論
が
進
む
中
で
、
多
職
種
協
働
を
評
価

す
る
加
算
の
届
出
に
向
け
た
取
り
組
み
が
必

要
に
な
る
と
は
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
本
格

的
に
話
を
始
め
た
の
は
告
示
が
出
て
か
ら
で

す
」
と
話
す
。
同
院
の
勤
務
体
制
に
合
致
す

る
の
か
を
慎
重
に
見
な
が
ら
、
改
定
の
方
向

や
加
算
に
よ
る
収
入
へ
の
影
響
を
院
内
会
議

な
ど
で
説
明
し
、
各
部
門
と
の
調
整
を
進
め

た
。

　

加
算
算
定
を
機
に
、
急
性
期
病
院
Ｂ
の
病

棟
に
は
ベ
テ
ラ
ン
の
リ
ハ
ビ
リ
職
５
人
を
配

置
す
る
布
陣
に
改
め
た
。
Ｐ
Ｔ
３
人
、
Ｏ
Ｔ

１
人
、
Ｓ
Ｔ
１
人
で
、
20
年
以
上
の
経
験
者

が
２
人
、
10
年
以
上
の
経
験
を
持
つ
職
員
が

３
人
。

　

従
来
の
疾
患
別
リ
ハ
ビ
リ
で
は
、
Ｐ
Ｔ
、

Ｏ
Ｔ
、
Ｓ
Ｔ
は
そ
れ
ぞ
れ
担
当
患
者
を
持
ち
、

個
々
の
患
者
へ
の
リ
ハ
ビ
リ
を
中
心
に
対
応

し
て
い
た
が
、
看
護
・
多
職
種
協
働
加
算
の
算

定
後
は
、
配
置
し
た
リ
ハ
ビ
リ
職
５
人
の
担

当
範
囲
を
個
々
の
患
者
か
ら
病
棟
全
体
へ
広

げ
た
。
入
院
時
の
評
価
を
は
じ
め
、
リ
ハ
ビ

リ
の
関
与
が
必
要
な
患
者
が
い
な
い
か
、
病

棟
内
に
問
題
が
な
い
か
を
幅
広
く
確
認
す
る
。

対
象
が
担
当
患
者
単
位
か
ら
病
棟
単
位
へ
広

が
る
た
め
、
立
ち
上
げ
時
に
は
業
務
の
変
化

に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
ベ
テ
ラ
ン
職
員
の
起

用
を
リ
ハ
ビ
リ
科
長
が
提
言
し
た
と
い
う
。

　

病
棟
ご
と
に
診
療
科
も
あ
る
程
度
分
か
れ

て
い
る
こ
と
に
よ
る
利
点
も
あ
る
。
整
形
外

科
病
棟
で
は
骨
折
患
者
な
ど
、
そ
の
病
棟
の

患
者
像
に
応
じ
て
リ
ハ
ビ
リ
を
提
供
す
る
。

複
数
病
棟
を
行
き
来
す
る
必
要
が
な
く
、
同

じ
病
棟
の
中
で
患
者
の
状
態
を
把
握
し
な
が

ら
対
応
す
る
形
と
な
っ
て
い
る
の
だ
。

リ
ハ
ビ
リ
職
の
業
務
は
従
前
通
り

看
護
部
長
が
方
針
を
打
ち
出
す

　

現
場
で
対
応
し
た
課
題
の
一
つ
が
、
リ
ハ

ビ
リ
職
と
看
護
職
の
業
務
の
切
り
分
け
だ
っ

た
。
リ
ハ
ビ
リ
部
門
か
ら
は
、
食
事
介
助
や

ト
イ
レ
介
助
に
追
わ
れ
れ
ば
本
来
業
務
に
支

障
が
出
る
と
の
懸
念
が
示
さ
れ
た
。
看
護
部

長
は
病
棟
運
営
に
あ
た
っ
て
原
則
と
し
て
従

来
に
近
い
運
用
を
続
け
る
方
針
を
示
し
、
大

幅
な
業
務
変
更
は
避
け
た
。
職
種
間
の
情
報

共
有
は
電
子
カ
ル
テ
を
基
本
と
し
、
必
要
な

場
合
は
担
当
者
同
士
で
直
接
話
し
合
っ
て
い

る
。

　

収
益
面
で
は
診
療
単
価
は
上
が
っ
た
。
た

だ
、
Ｄ
Ｐ
Ｃ
病
院
で
あ
り
、
症
例
構
成
や
手

術
件
数
に
よ
っ
て
単
価
は
変
動
す
る
。「
看

護
・
多
職
種
協
働
加
算
２
」
は
２
５
５
点
だ

が
、
加
算
の
た
め
配
置
し
た
職
員
は
病
棟
業

務
に
従
事
し
て
い
る
時
間
、
原
則
と
し
て
疾

患
別
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料
な
ど
の
特
掲

診
療
料
を
別
に
算
定
で
き
な
い
。
従
来
、
５

人
が
出
来
高
で
算
定
し
て
い
た
部
分
の
減
少

も
織
り
込
む
必
要
が
あ
る
と
い
う
。

　

そ
こ
へ
「
看
護
・
多
職
種
協
働
加
算
２
」

を
算
定
す
る
わ
け
だ
が
、
増
収
効
果
に
つ
い

て
は
慎
重
な
見
方
を
崩
さ
な
い
。

　

管
理
部
部
長
兼
事
務
長
の
小
野
崇
夫
氏

は
、「
以
前
に
医
事
課
で
試
算
し
て
い
た
頃

は
、
１
０
０
件
程
度
の
実
績
か
ら
増
収
額
を

比
較
的
示
し
や
す
か
っ
た
の
で
す
が
、
現
在

は
Ｄ
Ｐ
Ｃ
の
係
数
評
価
や
出
来
高
算
定
の
減

少
も
加
味
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
試
算
は
複

雑
に
な
り
ま
し
た
」
と
振
り
返
る
。
そ
の
上

で
「
年
間
を
通
し
て
余
裕
で
黒
字
に
な
る
か

は
見
極
め
き
れ
ま
せ
ん
」
と
話
す
。

　

今
後
の
課
題
は
３
６
５
日
対
応
だ
。
同
院

で
は
看
護
師
、
臨
床
検
査
技
師
、
診
療
放
射

線
技
師
は
24
時
間
３
６
５
日
の
勤
務
体
制
を

取
る
が
、
リ
ハ
職
な
ど
は
異
な
る
。
こ
れ
ま

で
日
祝
日
が
比
較
的
休
み
や
す
い
こ
と
を
採

用
面
で
も
打
ち
出
し
、
子
育
て
中
や
産
休
後

も
勤
務
を
続
け
る
職
員
や
長
期
勤
続
者
も
い

る
。休
日
の
リ
ハ
ビ
リ
提
供
を
広
げ
る
に
は
、

現
在
の
勤
務
の
在
り
方
と
の
調
整
が
必
要
に

な
る
。
同
院
は
診
療
報
酬
上
の
方
向
も
見
な

が
ら
、
対
応
を
検
討
し
て
い
く
考
え
だ
。

れ
ぞ
れ
の
職
種
が
患
者
に
つ
い
て
気
付
い

た
こ
と
を
自
ら
発
信
で
き
る
組
織
だ
。
多

職
種
協
働
は
、
全
職
種
が
同
時
に
患
者
へ

接
す
る
こ
と
と
は
限
ら
な
い
。
実
際
の
ケ

ア
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
種
が
自
ら
の
役
割

と
時
間
帯
で
行
う
。
だ
か
ら
こ
そ
、
各
職

種
が
得
た
情
報
を
持
ち
寄
り
、
方
針
を
共

既
存
の
病
棟
担
当
制
を
生
か
し

多
職
種
協
働
の
加
算
を
算
定

医
療
法
人
社
団
仁
成
会
高
木
病
院　
管
理
部
部
長
兼
事
務
長　

小
野　
崇
夫

経
営
企
画
室
室
長　

上
浦　
秀
一

有
す
る
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
が
重
要
に
な

る
。
多
職
種
が
各
々
の
専
門
性
か
ら
得
た

情
報
を
持
ち
寄
り
、
患
者
の
治
療
か
ら
退

院
後
の
生
活
ま
で
共
通
の
視
点
で
考
え

る
。
そ
の
積
み
重
ね
が
、
木
村
病
院
に
お

け
る
多
職
種
協
働
の
土
台
と
な
っ
て
い
る
。

急
性
期
一
般
Ｂ
と

地
ケ
ア
病
棟
の
組
み
合
わ
せ

　

高
木
病
院
（
１
８
０
床
）
は
、
２
０
２
６

年
度
診
療
報
酬
改
定
前
は
急
性
期
一
般
入
院

料
４
と
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
の
組
み
合
わ
せ

だ
っ
た
が
、
改
定
を
機
に
１
２
０
床
で
急
性
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急
性
期
病
院
中
心
に
一
定
の
増
収
効
果
だ
が

支
出
な
ど
の
要
因
も
踏
ま
え
た
分
析
が
必
要

２
０
２
６
年
度
診
療
報
酬
改
定
後
の
経
営
状
況
に
関
す
る
緊
急
調
査
報
告

東
京
都
病
院
協
会
事
務
管
理
部
会
は
、「
２
０
２
６
年
度
診
療
報
酬
改
定
後
の
経
営

状
況
に
関
す
る
緊
急
調
査
」
の
結
果
を
ま
と
め
た
。
対
象
は
包
括
期
病
棟
中
心
の
２

病
院
、地
域
一
般
病
棟
中
心
の
３
病
院
、急
性
期
病
棟
中
心
の
４
病
院
（
２
民
間
病
院
、

２
大
学
病
院
）
の
計
９
病
院
で
、
２
０
２
５
年
６
月
と
２
０
２
６
年
６
月
の
実
績
を

比
較
し
て
い
る
。
田
野
倉
浩
治
・
事
務
管
理
部
会
部
会
長
に
解
説
し
て
も
ら
っ
た
。

田野倉　浩治
　

包
括
期
病
棟
中
心
の
病
院
で
は
、
入
退
院

患
者
が
増
え
て
も
平
均
在
院
日
数
が
短
く
な

り
、
病
床
利
用
率
は
前
年
並
み
か
低
下
し
た

一
方
、
１
人
１
日
単
価
と
入
院
診
療
報
酬
は

増
え
る
傾
向
が
み
ら
れ
た
。
地
域
一
般
病
棟

中
心
の
病
院
で
も
、
外
来
患
者
数
に
は
増
減

が
あ
る
が
、
診
療
報
酬
合
計
と
１
人
１
日
単

価
は
い
ず
れ
も
増
加
。
入
院
の
診
療
報
酬
合

計
は
１
・
１
～
８
・
２
％
増
。
延
べ
患
者
数
が

増
え
た
病
院
で
は
平
均
在
院
日
数
が
若
干
延

び
る
な
ど
、
病
院
ご
と
に
動
き
は
異
な
る
。

　

急
性
期
病
棟
中
心
の
病
院
で
は
、
民
間
２

病
院
が
新
設
さ
れ
た
「
急
性
期
病
院
Ｂ
一
般

入
院
料
」
を
届
け
出
た
。
入
院
の
動
き
を
み

る
と
、
４
病
院
の
う
ち
３
病
院
で
延
べ
患
者

数
が
増
え
、
入
院
収
入
も
増
加
し
た
。
残
る

１
病
院
は
延
べ
患
者
数
が
５
・
８
％
減
少
し

た
も
の
の
、
食
事
を
含
む
入
院
収
入
は
前
年

を
わ
ず
か
に
上
回
っ
た
。
患
者
数
の
減
少
分

を
、
今
回
の
プ
ラ
ス
改
定
に
よ
る
単
価
上
昇

が
補
っ
た
格
好
だ
。
ほ
か
の
病
院
で
は
、
平

均
在
院
日
数
を
短
縮
し
な
が
ら
新
入
院
患

者
や
延
べ
患
者
数
を
増
や
し
、
病
床
利
用
率

を
高
め
る
動
き
も
み
ら
れ
た
。
外
来
に
つ
い

て
も
４
病
院
す
べ
て
で
診
療
報
酬
合
計
が
増

え
、
増
加
率
は
２
・６
～
11
・
２
％
だ
っ
た
。

重
症
度
、
医
療
・
看
護
必
要
度
で
は
、
新
た

に
勘
案
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
、
救
急
患
者

応
需
係
数
も
改
定
効
果
を
左
右
す
る
。
急
性

期
４
病
院
は
い
ず
れ
も
６
・
７
～
10
ポ
イ
ン

ト
を
確
保
し
て
い
る
。
ま
ず
救
急
を
受
け
、

必
要
に
応
じ
て
上
り
搬
送
や
下
り
搬
送
に
つ

な
ぐ
運
用
の
余
地
が
広
が
っ
た
と
も
い
え

る
。
２
日
以
内
の
短
期
入
院
で
は
、
入
院
診

療
計
画
の
作
成
な
ど
を
省
略
で
き
る
取
り
扱

い
も
あ
る
が
、
転
院
時
の
患
者
・
家
族
へ
の

説
明
や
院
内
調
整
と
い
っ
た
実
務
上
の
負
担

は
な
お
残
る
点
に
注
意
が
必
要
だ
。

　

も
っ
と
も
、
収
入
の
増
加
が
そ
の
ま
ま
収

支
改
善
を
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
ベ
ー

ス
ア
ッ
プ
評
価
料
は
賃
上
げ
に
充
て
る
必
要

が
あ
り
、
給
食
委
託
で
は
食
材
費
や
人
件
費

を
理
由
と
し
た
値
上
げ
要
求
が
強
ま
っ
て
い

る
。
単
価
が
上
が
れ
ば
十
分
と
い
う
わ
け
で

は
な
い
。
稼
働
状
況
、
単
価
、
そ
し
て
支
出

を
抑
え
る
こ
と
。
こ
の
「
三
方
よ
し
」
を
実

現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

今
回
の
調
査
を
読
み
解
く
際
、
増
減
率
だ

け
を
切
り
取
っ
て
改
定
の
効
果
を
判
断
す
る

の
は
早
計
で
あ
る
。
病
床
規
模
に
よ
っ
て
、

同
じ
増
収
額
で
も
率
は
大
き
く
変
わ
る
。
延

べ
患
者
数
が
減
れ
ば
、
１
人
１
日
単
価
が
上

が
っ
て
見
え
る
こ
と
も
あ
る
の
だ
。
さ
ら
に

今
回
の
調
査
は
６
月
単
月
の
速
報
で
あ
り
、

支
出
を
含
め
た
収
支
全
体
を
捉
え
た
も
の
で

は
な
い
。
改
定
の
影
響
は
、
単
価
だ
け
で
な

く
患
者
数
や
病
床
利
用
率
、
在
院
日
数
、
救

急
受
け
入
れ
、
そ
し
て
支
出
を
各
病
院
で
重

ね
て
、
確
認
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

急性期病院の状況	 	 	 	 	 	 	 	

急性期病院①（民間） 急性期病院②（民間） 急性期病院③（大学病院） 急性期病院④（大学病院）
2025年6月 2026年6月 2025年6月 2026年6月 2025年6月 2026年6月 2025年6月 2026年6月

病床数 170 170 180 180 400 400 815 815

在院患者延べ数 −230 −6.40% 469 10.80% 1,442 16.20% 629 3.00%

新入院患者数 −60 −14.90% 57 19.60% 161 15.10% 199 10.60%

退院患者数 −1 −0.30% 77 28.40% 122 11.30% 187 10.30%

延べ患者数 −231 −5.80% 546 11.90% 1,564 15.70% 816 3.60%

利用率 −5 −6.40% 9 10.80% 12 16.20% 3 3.10%

平均在院日数 0 2.10% −2 −10.40% 0 3.60% −1 −7.10%

食事含む合計 48,866 0.20% 7,110,074 28.90% 18,492,022 19.30% 4,826,015 2.40%

日本能率協会主催、東京都病院協会も共催す
る「HOSPEX Japan 2026」 が、11月18日
～20日に東京ビッグサイト西２ホールで開
催される。最新の製品・技術に加え、様々な
医療サービスに必要な製品を展示する。同時
開催の「スマートライフ＋サミット」では、
2040年の医療サービスの維持に向けた変革事
例などを紹介する、共催団体のセミナーを開
催。当協会からは11月20日(金)に昭和医科大
学の阿部 智一 先生、東日本税理士法人の長 
英一郎 先生にご講演をいただきます。ぜひ、
多くの皆様のご参加をお待ちしております。

問い合わせ先
ホスペックスジャパン 事務局
一般社団法人日本能率協会　
産業振興センター内
TEL：03-3434-1988
MAIL：hospex@jma.or.jp

HOSPEX Japan 2026　開催
東京都病院協会共催

「診療報酬改定後経営状況調査　結果」より一部抜粋

東
京
都
病
院
協
会　
事
務
管
理
部
会
部
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

医
療
法
人
社
団
永
生
会　
法
人
本
部
長

田
野
倉　
浩
治
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29日研修会での、瀬下忠男氏の講演の様子

　

東
京
都
病
院
協
会 

猪
口
正
孝
会
長
が
議

長
を
務
め
る
、
都
道
府
県
病
院
協
会
連
絡
協

議
会
は
7
月
27
日
に
記
者
会
見
を
開
い
た
。

猪
口
会
長
は
新
た
な
地
域
医
療
構
想
に
お
け

る
「
急
性
期
拠
点
機
能
」
と
「
高
齢
者
救
急
・

　

東
京
都
医
師
会
を
通
じ
て
提
出
し
た
来

年
度
の
東
京
都
予
算
に
対
す
る
要
望
事
項

に
つ
い
て
、
２
０
２
６
年
９
月
３
日
に
東

疾
患
別
の
救
急
体
制
を
生
か
し

高
齢
者
救
急
を
振
り
分
け
る
体
制
を

医
療
法
第
25
条
第
1
項
に
基
づ
く
立
入
検
査
、

診
療
報
酬
改
定
へ
の
対
応
に
つ
い
て
解
説

令
和
９
年
度
東
京
都
予
算
に
対
す
る

要
望
事
項
に
つ
い
て

都
道
府
県
病
院
協
会
連
絡
協
議
会　
記
者
会
見

事
務
管
理
部
会
主
催
研
修
会

報
告

地
域
急
性
期
機
能
」の
役
割
分
担
に
つ
い
て
、

既
存
の
救
急
搬
送
の
仕
組
み
を
生
か
し
た
制

度
設
計
が
必
要
と
の
考
え
を
示
し
て
い
る
。

　

猪
口
会
長
は
、「
救
急
現
場
で
は
患
者
の

年
齢
だ
け
で
搬
送
先
を
決
め
て
い
る
の
で
は

な
く
、
症
状
や
疑
わ
れ
る
疾
患
に
応
じ
て
搬

送
先
を
選
ん
で
い
る
」
と
説
明
し
た
。
東
京

都
で
は
、
脳
卒
中
に
つ
い
て
A
・
B
・
Ｓ
の

　

東
京
都
病
院
協
会
事
務
管
理
部
会
は
７
月

24
日
に
「
医
療
法
第
25
条
第
１
項
に
基
づ
く

定
例
立
入
検
査
に
つ
い
て
」、同
29
日
に
「
令

和
8
年
度
診
療
報
酬
改
定
に
お
け
る
施
設
基

準
の
主
な
改
正
点
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に

研
修
会
を
開
催
し
た
。

　

24
日
は
東
京
都
保
健
医
療
局
医
療
政
策
部

医
療
安
全
課
が
登
壇
し
、
立
入
検
査
の
概
要

や
最
近
の
話
題
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。

29
日
は
適
時
調
査
対
策
支
援
研
究
所
所
長
の

瀬
下
忠
男
氏
が
登
壇
し
、
届
出
に
あ
た
っ
て

の
手
続
き
や
注
意
点
な
ど
を
解
説
し
た
。
定

例
報
告
を
年
１
回
の
施
設
基
準
の
自
己
点
検

の
機
会
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
な
ど
も
呼
び

か
け
た
。

区
分
に
応
じ
た
受
け
入
れ
体
制
が
あ
り
、
心

疾
患
で
も
Ｃ
Ｃ
Ｕ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
機
能
し

て
い
る
。
こ
う
し
た
仕
組
み
で
は
二
次
救
急

を
含
め
た
医
療
機
関
で
役
割
を
分
担
し
て
お

り
、
高
度
な
治
療
を
三
次
救
急
だ
け
が
担
っ

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
現
状
を
指
摘
し
た
。

　

脳
卒
中
や
心
疾
患
な
ど
疾
患
別
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
乗
る
患
者
は
従
来
通
り
搬
送
し
、

そ
れ
以
外
の
患
者
に
つ
い
て
、高
齢
者
救
急
・

地
域
急
性
期
機
能
を
担
う
病
院
か
、
急
性
期

拠
点
機
能
を
担
う
病
院
か
を
判
断
す
る
方
法

を
提
案
し
た
。
既
存
の
疾
患
別
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
別
枠
と
し
て
扱
う
こ
と
で
、
高
齢
者
救

急
の
対
象
も
か
え
っ
て
明
確
に
な
る
と
の
見

方
を
示
し
た
。

京
都
議
（
自
民
党
、
都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の

会
、
公
明
党
）
へ
の
説
明
が
行
わ
れ
た
。

当
協
会
か
ら
は
猪
口
正
孝
会
長
、
大
田
健

副
会
長
、
内
藤
誠
二
副
会
長
が
出
席

し
た
。

　

猪
口
会
長
よ
り
、
民
間
病
院
に
対

す
る
地
域
医
療
確
保
緊
急
支
援
事
業

を
継
続
い
た
だ
い
た
こ
と
に
対
す
る

御
礼
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
昨
年
度

末
の
国
に
よ
る
補
正
予
算
や
本
年
６

月
の
診
療
報
酬
改
定
に
よ
っ
て
も
、

都
内
病
院
の
経
営
は
引
き
続
き
多
く

が
赤
字
と
な
る
と
見
込
ま
れ
る
こ
と

を
説
明
し
、
支
援
の
継
続
を
強
く
要

望
し
た
。

　

加
え
て
、
築
40
年
を
超
え
る
病
院

の
建
替
え
、
耐
震
化
、
設
備
更
新
等

に
係
る
キ
ャ
ピ
タ
ル
コ
ス
ト
へ
の
新
た

な
支
援
に
つ
い
て
も
強
く
要
望
し
た
。


